































































資料 1． 第 2条件のAタイプにおける aー前からと bー横からの局面図を作成した。
資料 2. 第 2条件の Bタイプにおける a―前からと bー横からの局面図を作成した。
資料 3． 第 2条件の Cタイプにおける aー前からと bー横からの局面図を作成した。
資料 1,2, 3から表 I,II, mを作成した。
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※ 〇印は前振りの最高点 △印は後ろ振りの最高点
Aは床から lmの高さ Bは床線












































1 2 3 4 5 R 7 8 ， 10 l l2 13 
A メ（ぐ，＇（買［冥（こ{ / ( ノ’） ※〇印は前振りの最高点
△印は後ろ振りの最高点
Aは床から 1mの高さ
B l i II ll 1 ( ＼ （ II l l Bは床線
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前振りの場合， AとBの差は Bの方が0は 22.8 °, hは 31.5cm と大きい。 BとCでは Cの
ダンス動作の分析 87 
方が(}は 5, 〗いま 12.加m と大きぃが 9 その差は A と B の場合より小さくなつている 0 後ろ
振りは， AとBの差は(jが 16.7 °, hが22.知かで＇ BとCの差は{}がふ3°, hが 10.5⑰と＇
AとBとの差に比べて BとCの差は小さくなっている。（表 Iの第 1条件の平均値参照）
2. 第 2条件における各タイプの比較
前振りの場合， AとBの差は f)が 11.8 ° I hが 10.2 cmで， BとCの差は f)が 19.9°, hが
36.3 cmと， BとCにはかなりの差がみられる。 後ろ振りは， AとBとの差は(jが 9°,hが4.2
cmで比較的その差は少ない。 BとCの差|ま(jが 2.3°,hが 17.8 cmと 9 (}の差に比べて hの差
は大きい。（表 Iの第 2条件の平均値参照）
3. Aタイプの第 1条件・第 2条件の比較
前振りでは(}には全＜差はな＜,いま 2託吟窮 2条件の方が大きい O 後ろ振りにおいても(}
は 4.2°,hは 16cm第 2条件の方が大きくなっている。これは，大きい振動運動が行なわれた
といえよう。このことは実験するにあたり予想していたとおりであり，膝の弾みを使った方が
振動運動は大きくなるのではないか，ということが実証されたように思われる。
4. Bタイプの第 1条件・第 2条件の比較
前振りでは(}が 11°,hが l＆恥m,後ろ振りでは{}が 3・5〇 ’hが 1.1cmと,ぃずれも第 1条
件の方が大きくなっている。この結果は予想に反したものであるが，これはいかなる理由であ
ろうか。
5. Cタイプの第 1条件・第 2条件の比較
前振りでは0が 3°,hが 5cmと第 2条件の方が大きいが，後ろ振りでは (Jが 4.5° と第 l条





















































表 II-（1) 第 1条件での前・後ろ振りに要したコマ数
即ヽ9 振 り 後 ろ 振 り 総
I'I  
0° : 90゚ ：1最未高満酎 90° 0° I 90° 1:最未高満点I90° 合 合l l I l I 1未満 l I l l未満 合
90° I I l ol o 計 90° I I l I ol o 計未満最高則 goo: 未満最高点I90° : 計
I 
I 0 
I I I 
I 8 13 I 0 112 25 ， I 0 I 0 17 42 | 
I I I 
I 1 10 
I ゚
，
I 4 I 3 26 11 
｀ I 0 
I 11 22 48 I I 
＇ 
11 : 2 
| 
: 1.5 I 11 25.5 10 I 0 | 0 I ＇ 9.5 19.5 45 
8 
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8 I 5 I 4 25 ， I 0 I 0 I 10 19 44 
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I 
I 8 I 5 
I I 
7 I 6 I 7 28 7 I ＇ 5 I 6 23 51 I 
’ l  5.7 | j 7.7 1 5.3, 8 26.7 
I 
8. 7 1 1. 7 ! 1.7 1 9. 3 21.3 48 ， I i 7 I 5 I i 8 29 7 I 4 I 5 I 8 24 53 
| I I I I I ， I 7 I 6 I 8 30 ， I 4 I 3 I 11 27 57 
| l I I I I ， I 7 I | 6 I 9 31 12 : 0 ! 0 : 10 22 53 ， I 7 I : 5.7 : 8.3 30 9.3 I 2.7 I 2.7 I 9.7 
I I I 
24.3 54.3 
※ 小数点第 2位以下は四捨五入
表 I-（2) 第 2条件での前・後ろ振りに要したコマ数
即‘’ 振 り 後 ろ 振 り 総
oo l ; 90° I 1丁にヨ吉誓'I goo 
合
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13 
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I 0 I | 11 48 I I 
| I 
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8 5 6 I 7 26 8 l 3 I 4 I 8 49 | | I I 
＇ 
| 
10 I l 3 I 4 
I ， 26 1 1 I 1 I 1.3 : 9.7 23 49 I I 
8 | 8 I 5 
I ， 30 ， | 4 I 2 I 9 24 54 I l l I I I | l 
| 8 l 8 l 8 I 8 32 10 I 4 I 5 ， 28 60 l 
| I I I | I ，I 7 I 4 I 10 30 13 I 
゜
I O : 11 24 54 I ， 
8.3 I 7.7 I 5.7 I l ， 30.7 10.7: 2.1 : 2.3 I 9.7 25.3 56 
※ 小数点第 2位以下は四捨五入
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表 rr-(1),(2)より次のグラフを作成した。
グラフ I,II, ilは各タイプの前および後ろ振りの総合計コマ数を 100%として，それぞれ
0°-90°未満， gooー最高点，最高点未満ー goo'goo未満ー 00にどれだけのコマ数を使って
いるかを全体からの割





























































































































































































」0"。 9人?0、° 最高 90° 証0° 9五0゚ 最 90° 
未° 未点 未満↓。 未 高 高未点 未『e
































である。 Bタイプー Y.Uを見ると，第 1条件では脚を外転させ
ているが第 2条件では外転させていない。その際のずれは，










A I K.M 112.0 I後ろに振り 1 : 15.0 
後ろから振 I
タ I I上げる ！ 
り下ろす 1 
| 
イ 1 i後ろに振り 1 プ!S.N I 20. 5 
後ろに振り 1
1 上げる
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今回は脚の前後振動運動の研究を行なったが，この結果をもとに，次回は脚の前横振動運動
について追究してみたいと思う。
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